平成１４年度　第２回アナログ１種技術科目


  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能のうち、あらかじめ設定しておいたグループ内のある内線番号に着信があった場合に、グループ内の他の内線から、特殊番号のダイヤル等所定の操作をすることにより応答できる機能は、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　（４点）

	　①　コールトランスファ　　②　シリーズコール　　　　③　ページングトランスファ

　④　コールピックアップ　　⑤　内線リセットコール　　⑥　自動キャンプオン


　（２）　デジタル式ＰＢＸの制御方式の一つである分散制御方式は、大容量のデジタル式ＰＢＸを実現することができ、二つの方式に分けられる。　　　　　　　　　　　　（４点×２＝８点）

　　　　　（　イ　）分散制御方式は、複数のマイクロプロセッサにそれぞれ専用の（　イ　）を分担させる方式であり、一般に、中央制御回路だけでなく、ライン回路、トランク回路などにもマイクロプロセッサを採用することによって、制御系を階層化し、きめ細かなサービスへの対応を可能としている。

　　　　　一方、（　ウ　）分散制御方式は、複数のマイクロプロセッサに（　ウ　）を分担させる方式であり、一般に、この方式を採用することによって、交換規模に応じた必要数のマイクロプロセッサを設備することを可能としている。　　　　　　　　　　　　（４点×２＝８点）

	　①　タスク　　　②　負　荷　　　③　メモリ　　　④　機　能

　⑤　集中処理　　⑥　サービス　　⑦　高速処理　　⑧　プログラム


　（３）　デジタル式ＰＢＸの時間スイッチについて述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　（４点）

　　　　Ａ　デジタル式ＰＢＸの時間スイッチにおける通話メモリは、入ハイウェイ上の各タイムスロットの音声等の信号を記憶する。

　　　　Ｂ　時間スイッチは、入ハイウェイ上のタイムスロットを、出ハイウェイ上の任意のタイムスロットに入れ替えるスイッチである。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　デジタル式ＰＢＸのデジタル多機能電話機は、データ通信を行いながら通話を行うことも可能である。このためデジタル多機能電話機には、パーソナルコンピュータなどのデータ端末装置を接続するインタフェースとして、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２４（ＪＩＳ　Ｘ　５１０１）やＶ．２４と互換性のある（　オ　）インタフェースを持つものがある。　　　　　　　（４点）

	　①　ＣＲＣ　　　②　ＴＣＰ／ＩＰ　　③　ＲＳ－２３２Ｃ

　④　Ｘ．ＰＣ　　⑤　Ｋｅｒｍｉｔ　　⑥　ＸＭＯＤＥＭ


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図に示すアナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置の回路構成図において、図中のＢは、（　ア　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　発振回路　　②　データ送受信回路　　③　コーデック　　④　ハイブリッド回路
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　（２）　電子式ボタン電話装置の外線着信処理プログラムは、一般に、着信種別に基づいて、各電話機に着信表示の処理を行う。また、必要に応じて（　イ　）等の処理も行う。　　（４点）

	　①　コールバック　　②　キャンプオン　　③　ルームモニタ

　⑤　アッドオン　　　⑤　ダイヤルイン


　（３）　電子式ボタン電話装置の発着信の衝突防止回路において、ホトカプラに直列に接続されている（　ウ　）は、外線の対地電圧が変動した場合における着信の誤検出を防止している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　マイクロプロセッサ　　②　リードスイッチ　　③　ツェナーダイオード

　⑤　バリスタ　　　　　　　⑤　ブリッジ回路


　（４）　電子式ボタン電話装置の電源回路に使われている突入電流防止回路は、電源スイッチを閉じたときの大きな電流による電源スイッチの接点の溶着や、平滑用の（　エ　）の劣化を防止している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　抵　抗　　②　トランス　　③　アレスタ　　④　コイル　　⑤　コンデンサ


　（５）　電子式ボタン電話装置の機能概要について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　（４点）

　　　　Ａ　内線呼び出しの場合、相手が話中のときに、発信者が特定の操作を行い呼び出し状態のまま待機していれば相手が終話した時点で自動的に呼び出す機能は、内線キャンプオンといわれる。

　　　　Ｂ　外線ボタンを押下してから一定時間の間、他の利用者にその外線を使用させないで、キーボタン入力を続けることができる機能は、ページングといわれる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、付加番号ダイヤルイン機能の確認において、（　ア　）が全話中の場合は、中継台又は着信表示盤へ着信表示を行うことを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　着信トランク　　②　ＰＢレシーバ　　③　トーキトランク

　④　転送トランク　　⑤　保留音源


　（２）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．９２の機能である（　イ　）は、インターネット等への接続中に、同じ電話回線でインターネット等への接続を切断することなく音声通話の着信に応答し、通話終了後にデータ通信を再開できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　クイックコネクト　　②　モデム・オン・ホールド　　③　ＰＣＭアップストリーム

　④　データ圧縮　　　　　⑤　誤り訂正


　（３）　フラットフロアケーブルについて述べた次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　（４点）

　　　　Ａ　導体を並列に並べ絶縁処理したもので、カーペットの下に直接配線できる構造になっており、配線方向を変えるときは折り曲げて布設することができる。

　　　　Ｂ　ラミネートアルミニウムテープの外皮により心線間の電磁結合を少なくしており、また、平衡対ケーブルと比較して物理的強度も大きいため、常時平面荷重の加わる部分に使用できる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　電磁波妨害（ＥＭＩ）について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　ＥＭＩは、複数の伝送路間において、伝送される信号が相互に影響し合うことにより発生する減衰ひずみ、位相ひずみ、非直線ひずみなどのひずみに起因する雑音妨害である。

　　　　Ｂ　ＥＭＩを防止する対策としては、一般に、電話機と線路間において、３マイクロファラッド程度のコンデンサを並列に接続したり、１０ミリヘンリー程度のフェライトコアのコイルを直列に挿入する方法が採られる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　保安装置について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　（４点）

Ａ　保安装置は、その接地抵抗が大きいと避雷器の放電が開始されても、十分な放電電流が流れない場合があり、また、対地電圧の上昇に伴いヒューズや３極避雷器が溶断しやすくなり、機能しない場合がある。

　　　　Ｂ　保安装置の接地棒として、酸、アルカリ等の成分を含む土壌で、腐食が著しいと考えられる場所では、一般に、フッ素接地棒を使用することが望ましい。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　出回線数が１６回線の交換線群に１０．０アーランの呼量が加わったとき、呼損率を（　ア　）とすれば、回線の平均使用率は６０．０パーセントである。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　０．０１　　②　０．０４　　③　０．２３　　④　０．４０　　⑤　０．９６


　（２）　ある回線群において、ある時間帯１時間中における生起呼数をＮ、平均回線保留時間をｈ分とすれば、回線群の呼量は、（　イ　）アーランとなる。　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　Ｎ×ｈ　　　　　②　Ｎ×ｈ÷３，６００　　③　６０×Ｎ÷ｈ

　④　Ｎ×ｈ÷６０　　⑤　Ｎ÷ｈ


　（３）　ある回線群について２０分間トラヒックを調査したところ、表に示す結果が得られた。この場合の運んだ呼量は、（　ウ　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　０．０５　　②　１．５２　　③　３．０　　④　７．２　　⑤　３０．４
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　（４）　即時式完全線群のトラヒック特性において、出回線数が同じときは、呼損率が小さくなるに従って、出線能率は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　低くなる　　②　変わらない　　③　高くなる


　（５）　２段接続リンク方式において、空き出回線とそれに接続できるリンクを選択する場合、空き出回線とリンクとを対にして試験し、全空き出回線と接続できるリンクがないとき、初めて話中処理をする方式は、（　オ　）選択方式といわれる。

	　①　独立接続　　②　閉リンク　　③　部分２重

　④　完全２重　　⑤　開リンク　　⑥　同時接続


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル式電話交換機の加入者回路は、加入者線試験引込み、ループ監視、２線／４線変換、（　ア　）等の各機能を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＡＣ／ＤＣ変換　　②　話中音送出　　　③　発信音送出

　④　通話電流の供給　　⑤　ＰＢ信号受信


　（２）　デジタル式電話交換機のハードウェアの構成は、機能面から、（　イ　）系、信号処理系、制御系及び保守運用系に分けることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　走　査　　②　通話路　　③　接　続　　④　監　視　　⑤　中　継


　（３）　デジタル式電話交換機の通話路は、一般に、集束（集線）部、展開部及び分配部から構成され、集束部は使用率の低い加入者について（　ウ　）の集束、展開を行う。また、分配部はすべての端末とすべての中継線等との間に接続経路を設ける役目を果たしている。　　（４点）

	　①　トラヒック　　②　トラック　　③　フレーム　　④　ブロック　　⑤　データ


　（４）　通信用電源装置のうち、（　エ　）は、直流電力を交流電力に変換する装置である。（４点）

	　①　レギュレータ　　②　整流装置　　③　コンバータ

　④　インバータ　　　⑤　変成器


　（５）　電話交換機、伝送設備などの通信設備の交流電源装置は、一般に、整流器、インバータ、蓄電池等から構成され、蓄電池の接続方式により、（　オ　）方式、直流スイッチ方式及び昇圧コンバータ方式がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　補充電　　②　均等充電　　③　フロート充電　　④　初充電


解答

第１問（ア）④　（イ）④　（ウ）②　（エ）③　（オ）③

第２問（ア）③　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）⑤　（オ）①

第３問（ア）②　（イ）②　（ウ）①　（エ）④　（オ）④

第４問（ア）②　（イ）④　（ウ）③　（エ）①　（オ）⑤

第５問（ア）④　（イ）②　（ウ）①　（エ）④　（オ）③
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